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三
月
一
〇
日
が
「東
京
大

空
襲
」の
あ
っ
た
日
で
あ
る

こ
と
を
、
知
る
都
民
は
も

う
多
く
は
な
い
。
た
っ
た
二

時
間
余
で
十
万
人
が
焼

き
殺
さ
れ
、
広
島
の
原
爆
投
下
に

匹
敵
す
る
大
惨
事
で
あ
っ
た
▼
そ

の
東
京
で
、
公
立
の
戦
災
記
念
館

も
見
あ
た
ら
な
け
れ
ば
平
和
公
園

も
な
い
。
広
島
に
は
「平
和
記
念
資

料
館
」が
、
長
崎
に
は
「原
爆
資
料

館
」が
あ
る
。
沖
縄
に
も
「平
和
記

念
資
料
館
」、
大
阪
に
は
「ピ
ー
ス

お
お
さ
か
」な
ど
が
あ
る
▼
一
九
七

〇
年
、
新
し
い
都
政
が
誕
生
し
た
。

美
濃
部
革
新
都
政
で
あ
る
。
美
濃

部
知
事
は
、
大
空
襲
の
記
録
収
集

に
心
血
を
注
い
で
い
た
作
家
の
早

乙
女
勝
元
さ
ん
な
ど
の
活
動
を
励

ま
し
、
資
金
の
援
助
を
申
し
出
て
、

こ
れ
が
「祈
念
館
」設
立
の
話
し
へ

と
発
展
し
た
▼
と
こ
ろ
が
そ
の
後

の
都
政
は
、
こ
の
計
画
を
凍
結
し

た
ま
ま
で
歳
月
が
流
れ
、
や
む
な
く

早
乙
女
さ
ん
な
ど
に
よ
っ
て
民
間

募
金
に
よ
る
「東
京
大
空
襲
・戦
災

資
料
セ
ン
タ
ー
」が
江
東
区
北
砂

に
建
設
さ
れ
て
九
年
に
な
る
。
参

観
者
の
三
割
は
小
中
高
生
、
大
き

な
役
割
を
果
し
て
い
る
▼
だ
が
、
維

持
会
員
の
高
齢
化
に
伴
う
減
少
な

ど
、
運
営
も
厳
し
い
と
聞
く
。
首
都

東
京
に
相
応
し
い
「平
和
祈
念
館

の
設
立
」。
今
度
の
都
知
事
選
で
、

都
民
と
し
て
考
え
る
べ
き
課
題
の

一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（Ｋ
）

短信

日
野
市
は
３
月
市
議
会
に
、
国
民
健
康
保
険
の
５
億
円
も
の
大
増
税
を

提
案
し
ま
し
た
。
一
世
帯
あ
た
り
年
平
均
２
万
円
、
一
人
年
平
均
１
万
２

千
円
の
値
上
げ
で
、
東
京
の
他
の
市
区
町
村
に
見
ら
れ
な
い
大
増
税
で
す
。

し
か
も
、
市
民
へ
の
説
明
は
、
決
ま
っ
た
後
で
と
拒
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
大
事
な
局
面
に
さ
し
か
か
っ
た
、
平
山
６
丁
目
の
生
コ
ン
工
場

の
違
法
操
業
問
題
に
対
す
る
日
野
市
の
対
応
を
た
だ
し
ま
し
た
。

中中中中
野野野野
ああああ
きききき
とととと

日
野
市
の
国
民
健
康
保
険
に

は
、
高
齢
者
、
自
営
業
者
、
無

職
の
方
な
ど
約
２
万
８
千
世
帯
、

36
％
の
市
民
が
加
入
し
て
い
ま

す
。
加
入
者
の
年
平
均
所
得
は

１
６
８
万
円
、
61
％
が
２
０
０

万
円
以
下
の
方
、
76
％
が
３
０

０
万
円
以
下
と
、
加
入
者
は
低

所
得
者
、
生
活
が
厳
し
い
方
で

あ
る
こ
と
が
、
答
弁
で
も
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

大
増
税
を
か
ぶ
せ
る
根
拠
と
、

加
入
者
の
生
活
へ
の
影
響
を
た

だ
し
た
と
こ
ろ
、
「
今
後
４
年

間
の
医
療
費
の
増
大
が
想
定
さ

れ
、
不
足
額
の
半
分
（
約
20
億

円
）
を
保
険
税
で
お
願
い
し
た

い
」
「
影
響
が
無
い
と
は
認
識

し
て
い
な
い
」
と
い
う
答
弁
で

し
た
。

そ
う
い
う
増
税
案
を
市
民
に

事
前
の
説
明
も
せ
ず
、
決
め
て

し
ま
う
こ
と
に
問
題
は
感
じ
な

い
か
と
い
う
問
い
に
は
、
「
国

保
運
営
協
議
会
な
ど
所
定
の
手

続
き
は
踏
ん
で
い
る
の
で
、
決

定
後
に
知
ら
せ
た
い
」
と
答
え

て
い
ま
す
。

４
年
分
の
不
足
額
を
先
取
り

し
て
保
険
税
に
か
ぶ
せ
る
こ
と

自
体
が
問
題
な
の
で
す
。

更
に
、
根
本
的
に
は
、
以
前

は
50
％
だ
っ
た
国
庫
負
担
率
を
、

25
％
ま
で
引
き
下
げ
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
国
や
都

に
対
し
て
、
財
政
負
担
を
戻
す

よ
う
要
求
す
べ
き
と
指
摘
す
る

と
、
不
規
則
発
言
な
ど
が
上
が

り
ま
し
た
が
、
か
つ
て
は
民
主

党
も
言
っ
て
い
た
こ
と
な
の
で

す
。立

川
市
や
羽
村
市
は
、
日
野

市
に
比
べ
は
る
か
に
低
い
値
上

げ
額
で
し
た
が
、
市
民
の
声
で

今
回
の
値
上
げ
は
撤
回
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
議
会
の

最
終
日
は
３
月
28
日

で
す
が
、
ぜ
ひ
「
値

上
げ
は
中
止
せ
よ
」

「
市
民
に
説
明
を
」

の
声
を
集
中
し
て
く

だ
さ
い
。

３月市議会
一般質問国保の大増税は中止を

市民には事前の説明を

20
年
余
に
わ
た
る
生
コ
ン
工
場
の
違
法

操
業
を
事
実
上
放
置
し
て
き
た
日
野
市
が
、

住
民
の
た
た
か
い
に
よ
っ
て
動
き
出
し
、

事
業
者
に
、
来
年
６
月
30
日
を
期
限
に
移

転
も
し
く
は
廃
業
す
る
と
い
う
是
正
計
画

書
を
提
出
さ
せ
ま
し
た
。

私
は
、
①
来
年
６
月
ま
で
の
「
猶
予
期

間
」
は
、
無
条
件
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
移
転
を
前
提
と
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と

②
市
の
説
明
で
移

転
に
要
す
る
期
間
は
最
低
で
も
７
か
月
と

さ
れ
て
い
る
。
今
年
11
月
末
の
時
点
で
用

地
が
取
得
で
き
な
け
れ
ば
即
座
に
操
業
停

止
の
措
置
を
と
る
こ
と

③
そ
の
た
め
に

は
現
時
点
か
ら
、
そ
の
旨
の
文
書
勧
告
を

事
業
者
に
対
し
て
行
っ
て
お
く
必
要
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

も
し
、
今
年
11
月
以
降
、
来
年
６
月
ま

で
の
操
業
を
認
め
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
れ

ば
、
特
定
行
政
庁
・
日
野
市
長
と
し
て
も

法
的
責
任
、
不
作
為
が
問
わ
れ
る
よ
う
な

問
題
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
ま
し
た
。

私
は
最
後
に
、
市
長
に

対
し
「
賢
明
な
判
断
と
対

応
」
を
求
め
ま
し
た
が
、

市
長
は
「
部
長
の
答
弁
ど

お
り
」
と
だ
け
述
べ
、
明

確
な
答
弁
を
避
け
ま
し
た
。

生
コ
ン
工
場
の
違
法
操
業

移
転
用
地
確
保
無
け
れ
ば

断
固
た
る
処
置
を
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※予約が必要ですので、お申し込み下さい。

ご
感
想
・
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

こ
の
４
月
か
ら
小
中
学
校
の

給
食
費
を
値
上
げ
す
る
計
画
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
値
上

げ
幅
は
８
～
10
％
で
、
保
護
者

の
負
担
増
は
児
童
・
生
徒
一
人

当
た
り
月
額
３
５
０
～
５
０
０

円
に
な
り
ま
す
（
別
表
参
照
）
。

今
回
の
値
上
げ
は
13
年
ぶ
り

で
、
こ
の
間
の
食
材
費
の
値
上

が
り
等
に
よ
り
十
分
な
栄
養
価

を
満
た
す
食
の
提
供
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
値
上
げ
理

由
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
の
質
を
維
持
す
る

こ
と
は
重
要
で
す
が
、
負
担
を

そ
の
ま
ま
保
護
者
に
押
し
つ
け

る
こ
と
は
問
題
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
間
の
経
済
情
勢
の

下
で
保
護
者
の
生
活
困
難
が
広

が
っ
て
い
ま
す
が
、
経
済
的
に

困
難
な
家
庭
に
対
す
る
就
学
援

助
は
、
所
得
制
限
が
強
化
さ
れ
、

対
象
者
が
狭
め
ら
れ
て
き
た
経

過
が
あ
り
ま
す
。
む
し
ろ
、
い

ま
市
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
就
学
援
助
の
所
得
制
限

を
緩
和
す
る
こ
と
や
、
給
食
食

材
費
に
対
す
る
助
成
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
保
護
者
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

そ
も
そ
も
憲
法
26
条
は
「
義

務
教
育
は
無
償
」
と
定
め
て
お

り
、
教
育
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
る
学
校
給
食
も
無
料
で
あ
る

べ
き
で
す
。
国
際
的
に
見
て
も
、

日
本
の
公
教
育
へ
の
公
的
支
出

は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
28
ヵ
国
中

の
最
下
位
（
文
部
科
学
省
・
図

表
で
見
る
教
育
・
２
０
１
０
年

度
版
）
で
、
保
護
者
の
私
的
負

担
が
高
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
子
育
て
支

援
の
た
め
に
給
食
費
を
無
料
化

す
る
自
治
体
も
現
れ
、
都
内
で

は
江
戸
川
区
が
給
食
費
の
３
分

の
１
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
大
幅
値
上
げ

給食費の値上げ計画（月額） 増額分

小学校１･２年…3700円→4000円 300円

小学校３･４年…4000円→4350円 350円

小学校５･６年…4300円→4700円 400円

中学校 ……… 4850円→5350円 500円

４月１日付けの諷可保育所の受入予定数と入所申込

み数が発表きれました。公立１２園、私立２３園（分

園含む）の受入予定７２５名に対して、申し込み（第

一希望の人数）は１０９６名で、３７１名も申し込み

がオーバーしています。

受け入れ数と申し込み数は表のようになります。特

に、深刻なのは０歳～３歳児の受け入れ枠の不足です。

地域的には、区画整理地域や大型マンション建設等が

すすむ人口急増地域での保育所不足です。

現在、２次選考（締め切り２月２８日）が行われて

いますが、２月２８日現在の入所受け入れ可能数は、

公立、私立あわせて表のようになっています。相当数

の子どもが待機児童となることが予想されます。

市は「（保育所の）運営費の負担は未来永劫ついて

回る」「今の子どもたちが将来、間違いなく後年度負

担を負う」などと言って、必要な保育所受け入れ枠の

拡大を怠っています。

小
中
学
校

給
食
費

保育所不足解消されず

第1次 第2次

受け入れ 申し込み 受け入れ

０歳 251名 329名 11名

１歳 154名 298名 11名

２歳 116名 191名 23名

３歳 107名 190名 6名

４歳 56名 72名 23名

５歳 41名 16名 67名

合計 725名 1096名 141名

平
成
２
３
年
度
・
保
育
所
受
け
入

れ
可
能
数
・
申
し
込
み
数

プロフィール
●1960年6月9日生まれ（ふ

たご座）、血液型はＯ型

●医師（消化器内科）、日

本科学者会議会員。日本共

産党政策委員長。50歳

●趣味は、映画・演劇鑑賞

2011年2月「革新都政をつくる会」から要請を受け、都

知事選挙に無所属で出馬表明。「何が大切かといえばま

ず福祉 」という都政に転換し、東京の医療、介護、福祉

の再建に取り組むと決意を語りました。

小池あきら氏

東京都知事選へ出馬表明

◇◇◇◇◇◇◇◇ミミミミニニニニ・・・・ニニニニュュュューーーースススス◇◇◇◇◇◇◇◇

■「請願署名」が１千余（ミニバス南平路線の改善で）

循環路線の新設や日野駅行きの復活などを求めて、南平地域

の住民による『ミニバスを改善していく会』が取り組んだ請願

署名が自治会や商店、住民の方々の協力で１千筆を超えて集約

され市議会に提出されました。３月市議会で審査が行われます。

■七生中脇の横断歩道が危ない。早く信号機を。

一番橋通りと京王線の立体交差が開通後「七生中脇の横断歩

道か危険になった」と、信号機の設置を求める声が上がってい

ます。中野あきと市議が市の担当課に伝え、３月２５日までに

設置するとの回答がありましたが、中野市議は「危険は放置で

きない」として１日も早い設置を求めました。

■安全な南平駅の工事を

工事中の南平駅で、先日の早朝人身事故が発生しました。

「バリアフリー化をすすめる会」では、安全な工事を京王電鉄

本社に申し入れました。


